2007年度　ブロック宣教司牧計画（短期計画）の評価　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良地区北部ブロック　　　　　　　　　　　　　
Ⅰ.青少年の育成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①　北部ブロック青少年交流会の実施　　○年３回、サレジオ会司祭の指導で、小学生グループ、中高生、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青年グループ（一泊2日）の交流を図る。
＊　今年も、2月・6月・10月と計3回、登美が丘、大和郡山教会で実施し、定着してきた。
＊　青少年が、サレジオ会の神父、神学生、志願生の思いに触れ、又ブロック内の青少年との交流により信仰体　

験を共有する事により、信仰の支えを得ることに有意義であったと思われる。今後も継続したい。
②　合同サマーキャンプの実施　　○夏休みを迎えた小学生親子の交流の場として計画する。
＊　今年も、7月に奈良柳生の青少年野外活動センターにおいて、ナバロ神父の指導のもとに実施された。
＊　ミサ、食事の準備、レクリエーションなどを通して、親子の対話、小教区を越えた小学生間の交流により
　　教会とのつながりを感じ、互いの信仰の強化に役立ったと思われる。
＊　今年は40数名が参加し、中国人グループと遭遇、彼らとも愉快な交流が持てた。
＊　未信者の子どもも含め、参加者をさらに増やし今後も継続したい。
③　奈良地区協議会主催・中高生キャンプへの参加　　○今年度初の試みに、成果を望みつつ参加を呼びかける。
＊　タロク神父指導のもと、8月に京都宮津の府立青少年海洋センターで行われ、北部ブロックからは8名の

　　中高生が参加した。　奈良県内８教会の中高生の相互対話、連携を深め、共通の信仰体験を得る機会に
　　なったと思う。
＊　参加者の意見は好評と不評に分かれた。企画の方法などに問題ありとの指摘もあった。
Ⅱ.信徒の信仰養成
①　奈良地区聖書講座への参加の促進　　○テーマ『神の息吹に活かされて』（使徒言行録）に参加し、初代教会の使徒たちから福音宣教のありかたを学びながら、聖書に親しむ機会となるように促す。
＊　本年はシリーズ５で、奈良教会、八木教会を会場として１０回開講された。　
＊　北部ブロックの参加実績は定期参加者６１名（南北合わせて８０名）、プラスα（不定期参加者）であった。
＊　なお、南北合わせての延べ参加人数は７０８名であった。
＊　参加して非常に良かった、今後も参加したいという意見があり、より参加者が増えるよう努力が必要である。
②　集会祭儀についての学習　　○司祭不在の『主日の集会祭儀』に慣れる。集会司式者のブロック学習会の
　　　　　　　　　　　　　　　　実施を計画する。
＊　北部ブロックとして集会司式者の学習会を２回実施し、教区主催の司式者学習会に参加（年１回）した。
＊　北部ブロックの全司式者の名簿を作成し、小教区間における司式者の相互補完の可能性を模索した。
＊　ブロック司祭団より北部ブロック統一の集会祭儀式次第が提供された。
＊　上記のような施策により司式者のミサや集会祭儀に関する理解は向上したと思われるが、信徒の

　　集会祭儀に対する意識と理解は不十分と思われる。
③　『１８８人の列福者』に学ぶ　　○今年列福される司祭、信徒の教会奉仕者、家庭人、女性、子どもを混じ

えた１８８人の殉教者から、強い信仰心を学ぶ。
＊　司教年頭書簡、本部事務局より配布された冊子に基づいて分かち合いと勉強会を行った。
＊　奈良教会主催で西陣教会、大徳寺への巡礼旅行が行われ、各教会が参加した。
＊　殉教者に縁ある地域や教会を巡礼、訪問した。　　殉教に関する講演を聞きに行った。
Ⅲ.　滞日外国人との交流　　　　　　　　　○ファミリーデーやあらゆる機会・出会いを通して、小教区を越え

　　　　滞日外国人との交流の具体化　　　　た相互理解を深めていく。
＊　ファミリーデーでは、外国の人々の出店や、舞踊などがあり、又ゲームも全員参加で盛況であった。
＊　大和郡山教会では、第三・第四日曜日のミサで、ポルトガル語、タガログ語での朗読もしている。
＊　各小教区は各々の立場に応じて交流の場を持っているが、情報の不足や良いチャンスがないなど　
　色々課題は多い。
2007年度『ブロック共同宣教司牧の歩みの評価』

１．ブロック内の「共同宣教司牧的」相互交流と相互補完について
　① ブロック司祭団の分担(含む修道者)

　　  この一年、ブロック司祭団によって分担された担当はどうでしたか。　課題は何ですか。

＊　ブロックのミサ担当表に、ゆるしの秘跡可能時間が明記されるようになった。

　　＊　集会祭儀の長期予定が配布され、また集会司式者の教育が実施された。

　　＊　西野神父の静養に伴い、ミゲル神父、新井神父の応援があった。

　　＊　上記により、司祭団の分担は円滑であり、またその成果は信徒に理解されたと思う。

　　＊　課題：ハードスケジュールによる司祭の肉体的・精神的疲れ、健康管理を信徒が心配している。

　② 司祭団と信徒との典型体制

　　 　この一年、昨年と比較して、ブロック司祭団と信徒(役員) の役割分担がどのように進みましたか。

　　　 課題は何ですか。

＊　司祭団により集会祭儀長期予定表、北部ブロック共通集会祭儀式次第が作られ、祭儀が円滑に進んだ。

　　＊　信徒がより多くの役割を分担しなければならないという意識が向上し、奉仕活動が増加した。

　　＊　課題：司祭のスケジュールがハードなので、信徒とゆっくり話す機会が少ない。

　③ 意見交換とコンセンサス

　　 この一年、司祭団・信徒・修道者は、それぞれの賜物の違いや教会・宣教に対する思いをどのように受け
入れ会い、生かそうとしてきましたか。

＊　ブロック全体の意見交換やコンセンサスの場としてブロック会議、地区協議会また地区協議会傘下の
　　実行委員会等において、司祭団、修道者、信徒の意見交換・調整を行っている。

＊　小教区評議会や個別委員会で意見交換を行いコンセンサスをとるが、全信徒への伝達に課題が残った。

２．｢共同宣教司牧的｣な地域教会共同体の動きについて

　① 意思決定のプロセス

　　 この一年、昨年に比べて、ブロック会議や小教区評議会において、意思決定のプロセスは共同宣教司牧的に

　　 機能しましたか。課題は何ですか。

＊　ブロック会議、小教区評議会、地区集会、個別委員会、ミサ後の連絡・報告、小教会総会などで出来る
だけ多くの信徒の意見を聞き、まとめるように各教会が努力している。

＊　課題：長期にわたり教会に来ていない人、当日不在の人は意思決定に参加で出来ない。

信徒にとって、評議会の機能や位置づけに対する理解がまだ不十分である。

　② 意見交換・意見集約方法

　　 この一年、信徒相互の意見を交換したり、集約したり、確認したりする場がどのように持たれましたか。
その方法は昨年に比べて改善がありましたか。

＊　評議会、地区集会、部会、実行委員会、担当者間打ち合わせなどで、意見の交換、集約、確認をした。

　　＊　昨年に比べ、上記のような会合の内容を充実させようとの意識は向上した。

　③ 情報の共有

　　 この一年、昨年に比べて、教会内において、共同体に必要な情報の公開・周知が、向上しましたか。

＊　② に記したような各種会合、また重要事項についてはミサ時のお知らせ、掲示板などで共有化を推進
するように各教会は努力している。

　　＊　課題：滞日外国人、不参加者の情報共有に課題がある。

